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〇
古
墳
の
出
現

３
世
紀
半
ば
、
大
和
盆
地
で
巨
大

な
前
方
後
円
墳
が
出
現
し
ま
す
。
以

後
、
約
4
0
0
年
間
に
わ
た
っ
て
、
16

万
と
も
い
わ
れ
る
古
墳
が
築
造
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
列
島
の
歴

史
に
あ
っ
て
特
筆
す
べ
き
現
象
で
、
当

時
の
社
会
像
を
描
き
出
す
極
め
て
有

用
な
手
が
か
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
古
墳
時
代
の
猪
名
川
流
域

で
は
、
古
墳
か
ら
ど
の
よ
う
な
社

会
像
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
、
池
田
市
域
を
含
む
猪
名
川
流

域
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

左
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
古
墳
時

代
前
期（
４
世
紀
）に
は
前
方
後
円
墳

を
築
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を

持
っ
た
勢
力
が
、
猪
名
川
流
域
と
い

う
限
ら
れ
た
範
囲
に
、
少
な
く
と
も

5
つ
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
勢
力
の
う
ち
、
長

尾
山
丘
陵
の
勢
力
が
他
の
勢
力
に
先

駆
け
て
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
２
世
代
程
度
、
継
続
し
て
古

墳
が
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
最
大
の
豊
中
市
大
石
塚
古
墳
の

規
模
が
約
90
ｍ
、
本
市
池
田
茶
臼
山

古
墳（
五
月
丘
１
丁
目
）が
59
・
５
ｍ

で
、
当
時
と
し
て
は
中
規
模
の
古
墳

に
当
た
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
中
期（
5
世
紀
）に
入

り
、
猪
名
川
流
域
で
は
大
き
な
変
化

が
起
こ
り
ま
す
。
前
期
に
見
ら
れ
た

長
尾
山
丘
陵
・
待
兼
山
丘
陵
・
五
月
山

南
麓
の
勢
力
で
は
中
期
ま
で
に
古
墳

の
築
造
が
停
止
ま
た
は
大
き
く
後
退

し
、猪
名
川
を
境
に
し
て
東
岸
地
域
の

豊
中
台
地
の
勢
力
、す
な
わ
ち
豊
中
市

桜
塚
古
墳
群
東
群
と
、
西
岸
地
域
の

伊
丹
台

地
の
勢

力
の
伊

丹
・
尼

崎
市
猪

名
野
古

墳
群
の

２
つ
の

勢
力
に

集
約
さ

れ
ま
す
。

後
期（
６
世
紀
）
に
な
る
と
、
東
岸

地
域
で
は
古
墳
の
築
造
が
停
止
し
、

西
岸
地
域
で
も
後
期
前
半（
６
世
紀
前

半
）に
尼
崎
市
園
田
大
塚
山
古
墳
を

最
後
に
古
墳
の
築
造
が
停
止
し
ま
す
。

一
方
で
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
中
期
に

古
墳
の
築
造
が
停
止
し
て
い
た
長
尾

山
丘
陵
で
新
た
に
川
西
市
勝
福
寺
古

墳
が
築
造
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

後
期
前
半
の
猪
名
川
流
域
で
は
、
既

存
勢
力
と
新
興
勢
力
の
併
存
が
注
目

さ
れ
ま
す
が
、
共
に
後
続
古
墳
の
築

造
が
停
止
し
ま
す
。

そ
の
後
、
中
期
以
降
古
墳
の
築
造

が
停
止
し
て
い
た
五
月
山
南
麓
で
猪

名
川
流
域
最
後
の
前
方
後
円
墳
で
あ

る
本
市
二
子
塚
古
墳（
井
口
堂
１
丁

目
）が
新
た
に
築
造
さ
れ
、
後
期
後
半

ま
た
は
終
末
期（
６
世
紀
末
～
７
世
紀

初
頭
）に
、
共
に
巨
石
横
穴
式
石
室
を

持
つ
本
市
鉢
塚
古
墳（
鉢
塚
２
丁
目
）

と
宝
塚
市
中
山
寺
古
墳（
中
山
白
鳥

塚
古
墳
）が
出
現
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
古
墳
の
推
移
か
ら
、

猪
名
川
流
域
で
は
最
終
的
に
は
東
西

両
岸
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
有
力

勢
力
の
も
と
に
ま
と
ま
っ
て
い
く
様

子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
は
い
え
、
そ
の
道
の
り
は
特
定
の

有
力
な
勢
力
が
継
続
し
て
成
長
を
遂

げ
て
い
く
と
い
っ
た
平
坦
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

〇
政
権
交
替
に
連
動
し
た

動
静

と
こ
ろ
で
、
古
墳
時
代
に
あ
っ
て

時
期
別
に
最
大
規
模
を
持
つ
前
方
後

円
墳
を
並
べ
て
み
る
と
、
天
理
市
大

和
・
柳
本
古
墳
群
→
奈
良
市
佐
紀
古

墳
群
→
堺
市
百
舌
鳥
古
墳
群
、
藤
井

寺
市
・
羽
曳
野
市
古
市
古
墳
群
→
高

槻
市
今
城
塚
古
墳
→
橿
原
市
五
条
野

丸
山
古
墳
と
い
う
順
序
で
移
動
し
て

い
ま
す
。
こ
の
現
象
を
ヤ
マ
ト
政
権

内
で
主
導
権
の
交
替
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
と
す
る
考
え
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
移
動
時
期
を
見
る

と
、
猪
名
川
流
域
で
見
た
古
墳
の
動

静
と
合
致
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま

す
。
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
仮
説
で
す

が
、
政
権
内
の
主
導
権
の
交
替
が
猪

名
川
流
域
を
含
む
各
地
域
の
勢
力
の

推
移
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
を
導
き

出
す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

私
た
ち
が
池
田
市
内
で
目
に
す
る

古
墳
は
、
市
域
や
猪
名
川
流
域
で
完

結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
域

が
古
墳
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
た
当
時

の
社
会
秩
序
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て

い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

 （
市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
田
中
晋
作
）

◆
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課　

☎
７
５
４
・
６
６
７
４

古墳時代：古墳によって体現された社会秩序
図：猪名川流域の古墳の推移

実線：墳丘形態不確定、破線：古墳であるか不確定
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